
広陵町長交際費の支出及び公表に関する基準

（目的）

第１条 この基準は、町長等（町長及び副町長をいう。）又は町長

等に替わって出席する職員が、町政の円滑な運営を図るため、町

を代表して行う外部との交際に要する経費（以下「交際費」とい

う。）の支出及び公表に関し、必要な事項を定め、公正で透明な

町政運営を確保することを目的とする。

（支出に関する基準）

第２条 交際費の支出区分、支出内容等及び支出限度額（消費税額

を除く。）は、次のとおりとする。

支出区分 支出内容等 支出限度額

慶祝 慶事及び飲食を伴う総会 １０，０００円

等の各種行事に係る経費 ただし、近隣自治

ただし、町から補助金、 体との均衡を図る

交付金を受けている団体 場合にあっては、

等の総会及び行事には支 均衡を失すること

出しない。 のない額

会費 町政運営上必要とされる 応分の負担

主として意見交換を目的

とする懇親会、会合等、

会費制懇親会の会費



激励金 町政推進に関わりのある ３０，０００円

個人又は団体に対する激 ただし、全国大会

励費 等参加激励金と重

複する支出はしな

い。

弔慰 供花又は盛りかご（供花 別表に定める基準

又は盛りかご等を辞退す の範囲内

る場合において、香典の

受取がある場合にあって

は、同等額の香典とす

る。以下同じ。）、樒等

見舞金 病気、災害、事故等の見 １０，０００円

舞に要する経費

渉外 外部との公の意見交換又 社会通念上妥当と

は折衝等に必要な土産等 認められる範囲内

の購入に要する経費 の額

その他 町政運営上、町長が特に 社会通念上妥当と

必要と認めるもの 認められる範囲内

の額



（公表に関する基準）

第３条 交際費の公表は、町長交際費執行状況（別記様式）を町ホ

ームページに掲載することにより行うものとする。この場合にお

いて、公表する情報に個人に関する情報であって、特段の配慮を

必要とするものが含まれるときは、これを除くものとする。

２ 前項の規定による交際費の公表は、当該交際費を支出した月の

支出分を翌月の末日（その日が、広陵町の休日を定める条例（平

成２年９月広陵町条例第９号）に定める町の休日に当たるときは、

直前の町の休日でない日）までに行うものとする。

（見直し）

第４条 支出に関する基準については、社会経済状況の変化等に応

じて、適宜見直しを行うものとする。

（その他）

第５条 この基準に定めるほか、必要な事項は、町長が定める。

附 則

この基準は、平成２８年６月１日から施行する。

附 則

この基準は、平成２９年１１月１日から施行する。

別表（第２条関係）

対象 内容等

供花又は盛りか 樒 弔辞

ご



名誉町民 本人 ２０，０００円 ○ ○

親族（ １０，０００円 ○

配偶者

及び一

親等血

族及び

同居の

一親等

姻族を

いう。

以下同

じ。）

自治功労者 本人 ２０，０００円 ○ ○

親族 １０，０００円 ○

町議会議員 本人 ２０，０００円 ○ ○

親族 １０，０００円 ○

区長・自治会長、本人 １０，０００円 ○

教育委員、選挙



管理委員、監査

委員、農業委員、

固定資産評価審

査委員、固定資 親族 １０，０００円 ○

産評価員及び民

生児童委員

特別職（町長、 本人 １０，０００円 ○ ○

副町長及び教育

長） 親族 １０，０００円 ○

奈良県知事並び 本人 １０，０００円 ○

に関係する市町

村長、国会議員、

奈良県議会議員 親族 １０，０００円 ○

及び市町村議会

議員

消防団員 本人 １０，０００円 ○

親族 １０，０００円 ○

各種団体の会長、本人 １０，０００円 ○

長及び副会長

親族 １０，０００円 ○



その他 特に町長が必要と認めるもの



別記様式（第３条関係）

町長交際費執行状況

【 年 月分】

支出日 支出区分 支出内容等 支出相手方 支出金額


